
心豊かなしまねⅢ
４．自然環境、文化・歴史の保全と活用

(単位:千円)

NO 分類 事 業 名 予 算 額 概 要 部局名

未来へ引き継ぐ石見 134,539 ○世界遺産「石見銀山遺跡」を適切に管理 教育委員会100

[文化財課]銀山保全事業 し、未来へ継承していくため、調査研究

と保存整備を柱として事業を実施

①世界遺産総合調査研究事業

・基礎調査研究

・テーマ別調査研究

・シンポジウム開催

②世界遺産保存整備事業

・遺跡整備

・来訪者急増対策

・拠点施設運営補助

・石見銀山基金造成支援

新規 一畑電車デハニ５０ 10,000 ○一畑電車デハニ５０形を活用して誘客促 地域振興部101

[交通対策課]形活用実証調査事業 進による観光振興や地域の活性化につな

がるよう、実施可能な活用策の検討に向

けた実証的調査を実施

・試験的走行・展示と効果測定

・具体的活用メニューの検討

水と緑の森づくり事 199,274 ○水と緑の森づくり税を財源とし、県民と 農林水産部102

[林 業 課]業 協働して荒廃森林の「水を育む緑豊かな

森」への再生を促進

［拡充内容］

①県民参加の森づくり

・森林インストラクターの養成研修

・みーもスクール

学校林を使った森林教育など

・里山や観光地周辺森林の景観対策、木

製ベンチの設置等

②緑豊かな森の再生

・人家、田畑等に侵入する竹林、松くい

虫被害に遭い放置された森林も対象に

追加

［事業期間］Ｈ２２～Ｈ２６



(単位:千円)

NO 分類 事 業 名 予 算 額 概 要 部局名

経済 地域グリーンニュー 556,237 ○県、市町村及び事業者等の行う地球温暖 地域振興部103

[地域政策課]対策 ディール基金事業 化対策や不法投棄対策等を推進

[土地資源対（ ）［ ］国基金事業 Ｈ21.6月補正で制度創設

策課]①個人住宅用太陽光発電等導入への支援

②中小企業等による省エネ改修への支援 環境生活部

[環境政策課]③市町村が行う地球温暖化対策の支援

[廃棄物対策課]④しまね海洋館への省エネ設備の導入

⑤微量ＰＣＢの汚染の疑いのある廃電気

機器等の分析費用の補助

⑥海岸漂着物対策の推進

重点区域の海岸漂着ごみの回収・処理

等の委託 等

⑦市町村が行う不法投棄・散乱ごみ監視

・回収の支援

産業廃棄物減量促進 180,466 ○産業廃棄物減量税を財源とし、産業廃棄 環境生活部104

[環境政策課]事業 物の排出抑制・再生利用等による減量化

[廃棄物対策課]の取組みを促進

１．再資源化への支援 商工労働部

[産業振興課]①産業廃棄物リサイクル施設等整備事業

・産業廃棄物の減量化に係る投資を支援 教育委員会

[義務教育課]補 助 率：１／３、１／２

[高校教育課]補助上限：１千万円、２千万円

②資源循環型技術開発事業

・排出事業者の技術開発を支援

補助率：２／３、補助上限：１千万円

③資源循環型技術基礎研究実施事業

・産業廃棄物の発生抑制等に資する基礎

研究

④環境リサイクル連携推進会議の開催等

２．環境教育

①県民の３Ｒ促進事業

・ノー・レジ袋運動の推進 等

②地域連携による省エネ・３Ｒ活動支援

・市町村地球温暖化対策協議会に対する

省エネ・３Ｒの普及・実践活動の補助

③小中学校、県立学校における環境教育

活動への支援 等

３．不法投棄の防止と適正処理の推進

①不法投棄監視専門員の配置

②エコアクション２１認証の取得支援

③産業廃棄物最終処分場水質調査 等



(単位:千円)

NO 分類 事 業 名 予 算 額 概 要 部局名

馬潟工業団地周辺ダ 36,914 ○馬潟工業団地周辺対策委員会および環境 環境生活部105

[環境政策課]イオキシン対策事業 審議会における検討を踏まえ、団地内公

共用水域区間においてダイオキシンによ

る汚染底質の除去工事を実施

・公害防止事業費事業者負担法に基づく

施行

・工事完了予定 H23.1月

汽水湖における汚濁 5,341 ○宍道湖、中海等の水質浄化のため、汚濁 環境生活部106

[環境政策課]機構解明調査事業 メカニズムの解明に必要な水質検体採水

分析調査を実施し、専門家で構成するワ

ーキンググループで調査結果をフォロー

アップ

宍道湖・中海におけ 3,000 ○湖沼の水質改善に向けて、流域の住民や 環境生活部107

[環境政策課]る県民との協働によ 団体等と協働し、水質保全に対する意識

る環境保全活動推進 の向上、継続的な保全活動を重点的に実

事業 施

[主な取り組み]

・流出水対策地区における地域協議会の

設置

・藻刈り及び肥料化実験

・ヨシの保全活動

ラムサール条約湿地 15,450 ○宍道湖・中海のラムサール条約湿地登録 環境生活部108

[自然環境課]の賢明利用推進事業 ５周年を期に、鳥取県と連携しラムサー

[環境政策課]ル条約湿地のＰＲや意識啓発を行い 環、「

境保全」と「賢明な利用」を推進

[事業費]

・共催事業 25,900千円(内1/2を負担)

・本県独自事業 2,500千円

[主な取り組み]

・記念展示事業

松江、米子で各２週間程度

・シンポジウムの開催

・両県と北東アジアの子どもを中心と

した交流


